
1 研究背景と目的　　　

　現在では、大量生産による商品流通により、場所性を

問わないデザインや品質の均一化したものがあふれてい

る。一方で、もの自体にさらなる付加価値である「ブラ

ンド」というイメージ、ステイタスが、グローバルな経

済市場で必要性が高まっている。衰退している地域経営

においても他の地域と差異をつけるため「地域ブランド」

が求められている。

　本研究では、景観整備事業を調査し、建築物に表れる

影響を分析することで地域ブランドの形成プロセスを明

らかにすることを目的とする。

2．研究対象・方法

2-1. 研究対象

　柴又帝釈天参道（東京都葛飾区柴又）：約 200m 続く参

道商店街（柴又神明会）の門前参道とその沿道建築物 28

軒を対象とする。

2-2. 研究方法

　フィールドワーク調査（FW) ならびに文献調査によって

現在の柴又で行われているファサード修景から、構築さ

れた景観構成要素を連続立面図を用いて、第一次輪郭線

であるファサードの素材、色の状態と第二次輪郭線であ

る看板などの素材、色の状態を定量的に分析する。また、

他の地域と比較することにより地域特性を考察する。

3．柴又の地域ブランド創出

3-1．地域ブランド創出

　地域ブランドは、抽象的なブランド価値から具体的な

地域ブランド要素まで至るには三層から構成される。註 1)

（図 1）①都市ブランド：都市全体での方向性、②分野ブラ

ンド：ある分野での方向性、③個別ブランド：単体での方

向性、三つブランドが相互に関係しあうことで構築され

る。

3-2．柴又の経緯と現状

　柴又帝釈天が開設後、周辺の農家が副業として営業し

ていた店舗が現在の商店街参道の原型として形成され、

現在に至るまで景観整備が行われている。( 表 1）（図 2）
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4 比較対象地域

4-1. 比較対象地域の選別

　東京都の商店街振興事業である地域連携型モデル商店

街事業や東京都モデル商店街等、東京都の事業に積極的

に取り組んでいる地域において「下町」をコンセプトと

して近年まで景観整備事業に取り組み、沿道建築物のファ

サード修景が行われている地域を比較対象地域とする。

以上より対象地域は、奥山おまいりまち商店街、谷中銀

座商店街、亀戸香取勝運商店街とする。

4-1．比較対象地域の概要

　

　各商店街はシンボルを生かした事業コンセプトを構成

し景観整備を行うことで、外部からの認知を得て観光地

化が進んでいる。しかし、表１に基に類型化を行うと 2

タイプに分類できる。

①地域密着型 ( 谷中、亀戸、奥山 )…地域住民が買う生鮮

食品や日常生活品で店舗が構成され、地域を支える商店

街。

②観光地型 ( 柴又、奥山）…店舗が小売り（民芸品）や

食事処で店舗が構成され、観光者を支える商店街。

に分類できる。柴又は景観 ( ハード面 ) と店舗構成 ( ソ

フト面 ) が両立され、観光地としての地域ブランドを構

築していることが判明した。

5．景観構成要素

5-1. 景観構成要素の抽出・分類

　柴又帝釈天参道の FW 調査により視覚的な景観構成要素

を抽出し、分類した。《建築物》《付属物》《道路》に大き

く分類し、《建築物》：〈屋根〉〈一階窓〉〈一階壁〉〈二階窓〉〈二

階壁〉〈戸口〉〈一階庇〉〈二階庇〉に、《付属物》：〈看板〉〈暖簾〉

〈明り/提灯〉〈イス〉〈テーブル〉に、《道路》：〈路面〉〈公共物〉

〈植栽〉に細分化した。細分化したのものを、立面図をも

とに調査し、目視による素材 ( 仕上げ材）・構造・色を判

断した。( 表 2)

　本研究では、《建築物》〈一階窓〉〈一階壁〉〈二階窓〉〈二

階壁〉〈一階庇〉、《付属物》〈看板〉〈イス〉〈テーブル〉を、

地域ブランドの構造 ( 図 1)に分類するし、考察する。▲図 2　ファサードの変遷（抜粋）

▲図 1. 地域ブランドの構造
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▲図 5．連続立面図（柴又帝釈天参道）

▲表 2　景観構成要素の分類

5-2. 景観構成要素の分析

　①都市ブランド（街路ファサード）として、連続立面

図（図 5）より沿道建物の高さ 2 階建てが約 80％を占め、

約 75％が木造建築物であった。

・（表 2）より《建築物》の〈一階壁〉〈二階壁〉は塗壁の

割合が全体の 65％と木材の縦格子が 10 店舗、菱形格子

が3店舗あった。〈一階窓〉は格子窓・格子の装飾が約60％、

〈二階窓〉は格子窓・格子の装飾が約 40％であった。《付

属物》の〈看板〉は約 85％が木調、〈商品陳列〉である

棚や樽も約 78％が木調であり、全体として共通の要素と

して”木材”が用いられていた。

・〈一階庇〉は 28 軒中 27 軒にあり、瓦屋根が 59％、オー

ニングが 38％、金属板が 2％で構成され、図 3 からわか

るように、連続的に配置されていた。

　②分野別ブランド（店舗の職種別ファサード）として

小売り店では、約 70％の店舗の一階に開口があるため商

品が中から外まで一体的に陳列されていた。

・食物販売している店舗では調理過程をガラスケースで

見れ、テーブル、イスがあることによって、観光客と地

元民のふれあいが生まれ、「昭和の下町」の視覚的に認識

できないイメージを景観整備により構築している。

　③個別ブランド（店舗ファサード）として、28 軒中 6

軒改築が見られ、伝統的な町屋風に建て替えられていた。

・亀家本舗は一階だけが町屋風で、2,3 階を増築し、店を

拡大した。とらやは、映画「男はつらいよ」にあやかり

名前を変更することで、現在でも歴史的な店舗としてブ

ランドが確立されている。（図 4）

6. 結論

本研究によって、以下のことが明らかになった。

・（表 1）、（図 2）により柴又の景観事業整備を調査するこ

とで、景観構成要素として《建築物》では〈一階庇〉、《付

属物》は〈看板〉、〈灯り〉、《道路》は〈路面〉〈街灯〉の

変遷により、昭和の景観を継承し、保全することで柴又

のイメージが構成されていることが判明した。

・《建築物》《付属物》（ハード面）と商店街の店舗構成（ソ

フト面）や名称変更によって観光地化することで柴又の

イメージが定着し、地域ブランドが構築されている。　

・参道沿道建物にも木造の老朽化に伴い、建て替えが進ん

でいるが「昭和の下町」のノスタルジックな景観を守る

ために、一部で町屋風建築の更新が行われている。

　以上より柴又の地域ブランドを三層構造をもとに考察

した結果、景観整備、ファサード修景は柴又のイメージ

を明確化させ、地域ブランドとして確立させている。

7．展望

　地域ブランドを研究するのに関してファサード、景観

構成要素について論じてきた。これを基に、景観構成要

素による印象評価に関する研究の手掛かりにしたい。　
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▲図 4. 景観ガイドラインによる改修イメージ（とらや）▲図 3. 平面構成
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